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【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式 （小学校用）】

都道府県名 沖縄県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 知念村立知念小学校

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

21学級数 ２ ２ ２ ２ ２ ３ １ １４

58 49 57 61 50 82 359児童数 ２

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

「 「 「 「 「「「 「 「 「 「 「「

－－－「－「－－－－－－－－－－－－

２．研究内容と方法
( ) 実施学年・教科1

① ①①①①①①①－－ ①①①①①

２年生～６年生までの国語・算数を主に実施○
（基礎学力の基となる教科であり、個人差が出やすく、大きいため）

② 単位時間の弾力的運用（３・４校時、５・６校時をノーチャイムとし、90分一

授業を実施し、指導と評価の一体化を図る）
○１年生～６年生までの国語・算数を主に実施

（基礎学力の基となる教科であり、個人差が出やすく、大きいため）
③地域人材を活用した教育活動

○１年生～６年生までの国語・算数・道徳・音楽・総合・補習指導等で実施
（児童一人一人にきめ細かい指導をすることで学習意欲の向上を図るとと

もに学習内容の確実な定着を図る）
（専門家の指導を通して児童の意識を高める）

科担任制④一部教

○３～６年生で実施
実施教科：３年生：算数・社会・理科・音楽・図工

４年生：算数・社会・理科・図工
５年生：図工・社会・家庭科・体育・音楽・理科
６年生：社会・体育・理科・音楽

（教科担任制の良さを活かすことによって教科指導の質を上げるとともに児童
一人一人を複数の教師が指導することで児童の多面的な能力を引き出し、学
力の向上を図る）

( ) 年次ごとの計画2

○テテテ

「 「 「 「 「「「 「 「 「 「 「「

－－－「－「－－－－－「①「－－－－－－－平
○仮説成
基礎学力を身につけさせることで、自分なりの考えや学び方に筋道を持つこと14
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ができ、より自信と意欲を持って学習に取り組む児童が育つであろう。年
○研究内容・方法度

①一単位時間の弾力的運用

②地域人材を活用した教育活動の充実

③一部教科担任制（５・６年において一部教科担任制を実施）

④少人数指導の指導法の工夫改善（少人数加配・学年 ・学級 ）TT TT
⑤基礎基本的事項の確実な定着を図るための研究（補習指導）

○テテテ平
「 「 「 「 「「「 「 「 「 「 「「成
－－－「－「－－－－－－－－－－－－15
○仮説年

１年目の反省を基に、実践を充実・発展させることで児童に自ら考え、学ぶ実度
践力を身に付けさせることができるであろう。

○研究内容・方法

①〔①～⑤〕は平成１４年度の踏襲・日常化・充実

②指導と評価の一体化を図るための具体的な評価法の研究

③補充学習資料の修正と充実

④発展的学習の開発

⑤実践研究を普及する手だてとしての学校ホームページ作り

⑥学習指導カウンセラーの先生の指導・助言による授業の工夫・改善

※サブテーマの表記で「調べ学習」をはずした。基礎学力に絞ってテーマにせま

るためである。

○テテテ平
「 「 「 「 「「「 「 「 「 「 「「成
－－－「－「－－－－－－－－－－－－16
○仮説年

前年度の反省を基に、充実・発展させることで児童一人一人に「より確かな学度
力」を身に付けさせることができるであろう。

○研究内容・方法

①〔①～⑤〕は平成１４年度の踏襲・日常化・充実・発展

②指導と評価の一体化を図るための具体的な評価法の確立の研究

③補充学習資料の修正と充実

④発展的学習の修正と充実

⑤実践研究を普及する手だてとしての学校ホームページ更新

( ) 研究推進体制3

※昨年度は学年部会のみだったのが、今年度は新たに専門部会を設けた。
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Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

○個個個個個－－「－－個－「個個個

○児児個個児児児「児「－－－児児個児児個児児児児－児「－－個－「個個個

○教教教教「教教児個教「個個個

わわ－わ児「「「わわ「「わ－－－「－「わ①個教「個個個○
66（（①①「（「①（－－「－（（「（（わ「「（（－（（（（（個わ①－個（（（ （

→77 69 →80（「点① （ （点個教個「点点個点児個－点点点－－－「（「①（－－「－（（

1.3 1.4わ「児児か児「か児か個（（（ か「点①（ か個か児個個点

○ academic.plala.or.jp/chinen-s/)ホテホホテホ「ホ「個（ホ個個(http//

２．今後の課題

○－－－児児個児児個指児個指指指児児「教教児テ「①指指「指指

○発発教教「発－教教「指指

○「①学「学学学「指指

○ホテホホテホ「ホホ

Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組

○定期的な学力検査の実施（今年度は５月、 月に行った ）12 。

○実態把握テスト 昨年度の達成度テスト・基礎学力検査を使用 （９月）( )
○県教育委員会による達成度テスト・基礎学力検査（ 月）12

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

○パンフレット、学校通信、授業参観日で保護者へ説明を図った。

○学力向上フロンティア実践研究報告・村学力向上対策実践発表会で取組の報告を行

った（平成１６年１月１０日）

○今年度よりホームページを立ち上げ、取組内容を掲載している。

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 □ １４年度からの継続校∠

【学校規模】 ６学級以下 ７～１２学級
□１３～１８学級 １９～２４学級∠

２５学級以上

【指導体制】 □ 少人数指導 □ Ｔ．Ｔによる指導∠ ∠

□ 一部教科担任制 □ その他∠ ∠

【研究教科】 □ 国語 社会 □算数 理科∠ ∠

生活 音楽 図画工作 家庭
体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 □ 有 無∠
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